
副院長就任のご挨拶
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巻頭言巻頭言　

この度、副院長職を拝命した向井です。主に内科系を
担当させていただきます。また、これまでと同様にリウマ
チ・免疫内科と血液内科を中心に診療しております（血液
内科はカンファレンスと総回診だけです）が、4月から事
務取扱として呼吸器内科部長と薬剤部長も兼任しており
ます。これに付随する院内の多くの役割も兼ねる事にな
っています。さらに札幌市医師会副会長も同時に拝命し、
院外の多くの仕事も加わりました。
昨年、理事就任の際にも自己紹介いたしましたが、改

めて自己紹介させていただきます。私は昭和30年の札
幌生まれで、父は国鉄職員でしたが札幌以外への転勤が
なかったため、ずっと札幌育ちでした。1981年に大学卒
業後は直ちに中川昌一教授が主宰されていた北大第二
内科に入局し、1年間の帯広厚生病院での初期研修と北
見赤十字病院への1年余の出張、学位取得後の札幌社
会保険総合病院勤務を経て2年半程の米国留学以外は
長く大学病院勤務でした。1997年7月から当院に勤務し
ております。それまでは免疫系の血液疾患は経験してい
ましたが、当院勤務後は経験した事のない血液系の悪性
腫瘍の診療を河野通史前部長のご指導のもとで行わせ
ていただき、自己末梢血幹細胞移植にとどまらず、同種
末梢血幹細胞移植も主治医として経験でき、大変にやり
がいのある仕事でした。

ただ、リウマチ、血液、アレルギーはそれぞれ専門医制
度が異なり、大学でもそれぞれ別の研修体制になってい
る事から、私が科を担当するようになってからはリウマチ・
免疫系の担当と血液系の担当を徐々に分離するようにし
ておりました。すると血液内科の負担がきわめて強くな
り、その時々の病院管理者にご理解いただき現在では血
液内科4名、リウマチ・免疫内科は私を含めて3名になっ
ております。今もこの二科の先生には随分無理をお願い
していますが、十分に答えていただいております。

当院の目標は、断らない医療と地域医療の支援と連携
にあります。このためには、急性期病院として当院の役割
は入院診療を中心に行う事にあります。また公立病院と
いう役割からも地域の中で急性疾患の入院を引き受ける
事が使命になります。そもそも、hospitalの語源からして
hospitalityと同義ですから、滞在する方をもてなす事が
主体になります。医療保険制度が異なるにしても、欧米の
病院では外来に落ち着いた慢性患者があふれていると
いう姿はありません。本来の病院の外来は入院が必要に
なる可能性のある患者と退院後の再燃の可能性につい
ての経過観察をすべきです。落ち着いた患者さんは地域
のかかりつけ医にかかっていただき、外来診療より入院
医療中心の診療にすべきと考えております。
今後、益々地域の先生達との絆が重要と思いますの

で、よろしくお願い申し上げます。

市立札幌病院
副院長

向井　正也

「シーズナルガーデン」
今年もボランティアの皆さんが育てている花々が病院周辺に見事に
咲いています。
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放射線診断科
部長

寺江　聡

「シーズナルガーデン」

放射線診断科部長就任ご挨拶

4月1日から、放射線診断科部長に就任いたしました寺

江聡です。紙面をお借りして、ご挨拶させていただきま

す。

北海道立札幌北高等学校卒業後、昭和54年に北海道

大学医学進学課程に入学し、昭和60年に北海道大学医

学部を卒業しました。卒後すぐに、当時入江五朗先生が

主催していた北海道大学医学部放射線医学講座に入局

しました。以後、平成25年3月まで、その大半を北海道大

学病院また医学部に勤務してきましたが、昭和62年から

63年には帯広厚生病院、平成2年から3年には釧路労災

病院に勤務しました。平成3年に北海道大学医学部放射

線医学講座の助手になりました。平成5年12月から約1

年間、ウィスコンシン大学マジソン校に留学し、MRIによ

る脳血液動態（潅流）の評価に関する研究に従事しまし

た。平成 6年に北海道大学医学部附属病院の講師、平成

17年 3月に北海道大学病院放射線部の助教授、同年4

月に准教授となりました。平成17年 には、同放射線部の

診療教授の称号をいただき、平成22年からは北海道大

学病院放射線診断科の診療科長を務めました。平成4年

頃から18年までは、留学期間を除いて、市立札幌病院に

非常勤医師として勤務したこともあり、20年ほど前から

当院の読影業務に関わっております。北海道大学では、

主に脳と脊髄・脊椎疾患のCT・MRI診断の診療と研究、

学生教育に携わってきました。このたび、平成25年4月1

日より、市立札幌病院放射線診断科に勤務することとな

りました。

寺江聡（部長）、臼渕浩明（副部長）、長谷川悠（副医

長）、原田八重(医師)、宮崎知保子（嘱託医師）、石黒絵

里（嘱託医師）の6名のスタッフが、CT検査、MRI検査、

核医学検査、血管造影検査、IVR (Interventional 

Radiology)に携わっています。初期臨床研修医も、常に

2～3名がローテート研修しており、研修医の教育にも力

をいれております。

当院は近隣の医療機関からの患者さんのご紹介に積

極的に対応しております。当科での画像検査を希望され

る患者さんがいらっしゃいましたら、お気軽にご相談下さ

い。

（予約方法は8ページをご覧ください。）

末筆になりますが、これからも質の高い画像診断とIVR

を提供することで、地域医療や札幌市民の皆さんの健康

に貢献できるよう努めて参ります。皆様のご支援をよろし

くお願い申し上げます。

プロフィール

放射線診断科スタッフ紹介

画像検査のご依頼・ご相談について


